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太
宰
治
の
「
東
京
」

i
｜
織
田
作
之
助
の

の
使
い
方

「
大
阪
」
を
補
助
線
に
｜
｜

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
大
阪

本
経

故
郷

東
京

E警

太
宰
治
は
生
涯
で
二
番
目
に
長
く
暮
ら
し
た
地
域
と
そ
の
潟
辺
を
瀕
繁
に
描

い
た
。
そ
の
場
は
小
説
に
よ
っ
て
「
一
一
一
際
」
と
脅
か
れ
た
り
「
東
京
」
と
脅
か

れ
た
り
し
た
。
本
論
で
は
、
太
宰
作
品
に
お
け
る
そ
う
し
た
言
葉
に
よ
る
坊
の

切
り
取
り
ガ
や
意
味
づ
け
方
の
傾
向
と
変
化
を
追
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
作

家
と
風
土
、
土
地
と
の
関
係
の
一
面
を
う
か
が
う
。

太
宰
の
作
品
に
、
東
京
内
の
地
名
は
数
多
く
出
て
く
る
。
特
に
中
央
線
沿
線

や
上
野
は
よ
く
舞
台
と
な
る
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
に
偶
々
の
土
地
を
描
き
な
が

ら
、
あ
え
て
「
東
京
」
と
切
り
取
り
、
「
東
京
」
を
強
調
す
る
場
合
が
あ
る
。

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
同
じ
持
代
を
生
き
た
別

の
作
家
を
補
助
線
に
し
た
い
。

織
田
作
之
助
の
『
大
阪
」
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織
田
作
之
助
は
ふ
人
仮
に
生
き
、
大
阪
を
描
い
た
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
作
家
に
な
っ
た
織
問
が
什
は
ん
で
い
た
の
は
大
仮
市
内
で
は
な
く
、
南
河

内
郡
野
田
村
丈
六
と
い
う
、
今
の
堺
市
に
あ
た
る
郊
外
で
あ
る
。
そ
の
住
居
の

斎

里
司
』
寸
』

生

藤

周
辺
は
あ
ま
り
作
品
に
出
て
こ
な
い
。
代
表
作
軍
人
総
善
哉
』
（
「
海
風
」
一
九

閲

0
・
閥
）
や
吋
わ
が
前
立
（
助
削
減
出
版
社
、
一
九
四
一
一
了
間
）
で
主
に
捕
か

れ
る
の
は
、
故
郷
の
大
阪
市
内
南
部
の
、
ミ
ナ
ミ
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
あ
る
。

織
田
が
生
き
、
代
表
作
の
作
中
時
間
に
し
ば
し
ば
選
ば
れ
る
大
正
か
ら
昭
和

初
年
代
は
、
大
阪
が
急
速
に
拡
大
し
た
〈
大
大
阪
〉
の
時
代
で
あ
っ
た
。
大
阪

市
は
一
九
二
五
年
の
市
域
拡
張
で
東
京
市
を
抜
き
、
日
本
最
大
、
役
界
六
位
の

都
市
に
な
る
。
だ
が
そ
う
し
た
〈
大
大
阪
〉
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、

大
阪
／
梅
悶
釈
と
そ
の
周
辺
（
い
わ
ゆ
る
キ
タ
）
の
よ
う
な
中
心
部
は
、
織
田

作
品
に
お
い
て
彩
が
浮
い
。
竹
夫
婦
義
裁
い
に
は
地
名
が
頻
出
す
る
が
、
柳
合
口

の
ん
笑
家
の
あ
る
梅
田
新
道
を
例
外
と
し
て
、
夫
婦
が
転
々
と
す
る
の
は
、
主
に
ミ

ナ
ミ
で
あ
る
。

つ
ま
り
織
問
は
単
純
に
、
自
分
の
生
活
関
や
都
市
の
中
心
部
を
「
大
仮
」
と

し
て
描
い
て
い
な
い
。
意
識
的
に
描
く
場
所
を
制
限
し
、
選
択
し
て
い
る
。
ま

た
、
よ
く
知
っ
て
い
る
土
地
で
も
、
そ
れ
を
他
人
が
ど
う
悉
く
の
か
調
べ
、
摂

取
し
た
形
跡
が
あ
る
。
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た
と
え
ば
吋
木
の
郊
い
（
「
新
溺
」
一
九
四

m
－
一
一
一
）
冒
頭
の
「
大
阪
は
木
の

な
い
都
だ
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
し
か
し
私
の
幼
時
の
記
憶
は
不
思
議
に
木
と

結
び
つ
い
て
ゐ
る
」
は
、
明
ら
か
に
宇
野
治
二
「
大
阪
い
（
小
山
舎
店
、
一
九

三
六
・
問
問
）
の
絞
初
の
中
学
「
木
の
な
い
都

i
背
の
ま
ま
の
姿

i
」
を
踏
ま
え
て

い
る
。
ま
た
、
｛
品
川
康
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
木
の
都
い
の
「
仏
郎
の

店
の
「
作
家
」
と
の
み
書
い
た
浮
彫
の
看
板
」
と
い
う
…
節
は
、
北
尾
銀
之
助

「
近
代
大
阪
い
（
創
元
社
、
一
九
一
一
一
一
了
一
二
）
中
の
「
高
津
、
生
玉
寺
町
」
の

「
「
作
家
」
と
惑
い
た
浮
彫
り
の
表
板
を
か
け
た
仏
郊
の
家
」
と
い
う
一
節
を
参

考
に
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
私
え
で
は
、

2
4
の
都
同
の
「
千
日
前
界
限
の

見
紛
ら
し
の
利
く
建
物
の
上
か
ら
、
は
る
か
東
の
方
を
、
北
よ
り
順
に
高
津
の

向
台
、
生
五
の
高
台
、
タ
問
問
丘
の
高
ム
口
と
凡
て
行
け
ば
、
何
百
年
の
品
目
か
ら
の

静
け
さ
を
し
ん
と
底
に
た
た
へ
た
劉
劃
が
ぶ
婦
の
が
が
」
と
い
う
眺
望
も
、

「
古
川
津
、
生
玉
寺
加
叫
」
の
「
引
出
掛
1
剖
倒
端
辺
の
創
刊
磁
制
叫
べ
州
出
ベ
川

か
ら
、
東
を
望
ん
だ
と
き
、
大
阪
に
は
珍
ら
し
い
森
の
丘
が
、
近
く
来
の
方
一

帯
に
述
り
、
そ
の
青
々
と
し
た
茂
り
の
山
中
か
ら
」
を
参
照
し
て
い
る
と
忠
わ
れ

る。
た
だ
注
怠
し
た
い
の
は
、
北
尾
の
文
占
税
中
に
は
近
代
的
な
印
刷
栄
も
従
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
だ
。

夕
陽
ケ
丘
の
口
総
坂
を
降
り
て
、
下
寺
町
に
出
る
と
、
も
う
そ
こ
は
片

側
守
問
で
、
狭
い
阿
巡
り
に
往
来
の
本
が
も
み
返
し
て
ゐ
る
。
こ
、
に
も

相
当
な
波
利
が
あ
る
が
、
坂
上
の
寺
町
が
も
っ
や
う
な
静
寂
さ
が
な
い
。

そ
し
て
、
名
物
の
こ
は
め
し
屋
の
角
か
ら
一
歩
務
に
入
る
と
、
高
津
入

堀
川
を
挟
ん
で
、
近
代
都
市
の
構
成
に
必
要
な
、
市
営
ア
パ
ー
ト
の
牢
獄

の
や
う
な
生
活
が
描
き
出
さ
れ
る
。
（
中
略
）
あ
の
広
い
、
従
ら
に
祭
漠

た
る
寺
町
寺
院
の
庭
苑
！
。
一
尺
の
土
を
も
た
な
い
、
新
し
い
市
営
ア
パ
ー

ト
の
窓
口
の
植
木
鉢
。
そ
れ
は
何
と
い
ふ
皮
肉
な
生
活
形
式
の
両
極
端
で

あ
ら
う
。

北
廷
は
こ
の
地
域
に
伝
統
的
な
風
景
と
近
代
的
な
風
景
が
隣
接
し
て
い
る
点

に
岩
田
し
、
「
四
角
な
・
臼
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
と
「
寺
践
の
黒
い
瓦
屋
根
」
と

の
「
色
彩
感
覚
の
交
錯
に
キ
ヤ
メ
ラ
を
向
け
」
る
。
一
方
、
織
田
は
近
代
的
な

町
並
み
の
方
は
沓
か
な
い
。

内
木
の
都
」
の
詩
り
手
は
「
町
の
容
子
が
す
こ
し
も
品
目
と
変
っ
て
ゐ
な
い
の

を
私
は
忍
ん
だ
が
、
し
か
し
家
の
軒
が
一
斉
に
低
く
な
っ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は

れ
て
、
ふ
と
架
空
の
問
を
歩
い
て
ゐ
る
や
う
な
気
も
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、

私
の
背
丈
が
も
う
合
の
ま
ま
で
な
く
な
っ
て
ゐ
る
せ
ゐ
で
あ
ら
う
」
と
言
、
っ
。

が
、
一
一
度
の
逆
援
の
あ
と
捻
測
で
閉
じ
ら
れ
る
文
は
、
こ
じ
つ
け
め
い
て
い
よ

う
。
「
架
空
」
に
感
じ
ら
れ
た
の
は
「
背
丈
」
の
せ
い
で
は
な
く
、
あ
え
て

「
背
と
変
っ
て
ゐ
な
い
」
も
の
だ
け
を
見
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の
誇
り
手
は
、

別
の
箇
所
で
’
口
同
分
は
故
郷
の
町
を
「
架
空
に
描
」
い
て
き
た
と
打
ち
明
け
て
い

る
。
し
か
し
、
実
は
そ
う
打
ち
明
け
る
語
り
の
ゆ
で
も
「
架
空
」
に
描
い
て
い

る
の
だ
。

さ
ら
に
織
防
は
、
中
心
部
か
ら
隊
れ
た
限
定
的
な
地
域
を
大
阪
会
体
に
議
ね

る
工
夫
を
し
て
い
る
と
言
え
る
。
「
上
町
と
よ
ば
れ
る
一
角
」
の
木
の
記
憶
か

ら
「
大
仮
は
す
く
な
く
と
も
私
に
と
っ
て
は
木
の
な
い
都
で
は
な
か
っ
た
」
と

結
論
づ
け
て
い
る
か
ら
だ
。

織
図
は
脱
出
築
で
も
、
大
阪
の
プ
部
を
大
文
字
の
「
大
阪
」
に
し
て
い
る
。

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked
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「
大
阪
の
顔
！
法
善
寺
j
」
（
「
写
真
文
化
」
一
九
四
一
・
六
）
で
は
、
「
大
阪
を

知
ら
な
い
人
か
ら
、
最
も
大
阪
的
な
と
こ
ろ
を
案
内
し
て
く
れ
と
い
は
れ
る
と
、

僕
は
法
養
寺
へ
述
れ
て
行
く
。
（
中
略
）
浅
草
寺
が
「
東
京
の
綴
」
だ
と
す
る

と
、
法
裁
同
寺
は
「
大
阪
の
顔
」
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
自
分
の
表
現
役
界

に
通
じ
る
ミ
ナ
ミ
の
盛
り
場
を
「
大
阪
」
の
代
表
に
し
て
い
る
の
だ
。

織
問
に
は
実
際
の
都
市
を
く
ま
な
く
書
く
気
は
な
か
っ
た
。
評
論
「
西
鶴
の

限
と
手
い
（
「
間
総
研
究
」
一
九
四
八
・
一

O
）
で
も
「
私
は
大
阪
で
生
れ
、
大

阪
で
育
ち
、
げ
ん
に
大
阪
に
住
ん
で
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
私
の
描
く
「
大
阪
」
は

つ
ね
に
加
氷
山
お
の
大
阪
で
あ
る
。
私
の
描
く
「
大
阪
」
は
現
実
の
地
礎
的
大
波
を

意
味
し
な
い
。
私
は
大
阪
と
い
ふ
も
の
を
つ
く
り
上
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と

断
っ
て
い
る
。

む
ろ
ん
都
市
を
一
夜
楽
に
す
る
と
き
、
取
捻
選
択
は
不
可
滋
で
あ
る
。
む
し
ろ

そ
れ
が
表
現
の
個
性
に
な
る
。
た
と
え
ば
水
上
流
太
郎
「
大
阪
の
｛
担
（
「
女
性
」

…
九
二
五
・
一

0
1
一
九
二
六
・
六
）
は
、
ミ
ナ
ミ
で
は
な
く
キ
タ
を
舞
台
に

し
て
い
る
。
小
野
十
三
郎
は
詩
集
士
人
絞
」
（
赤
塚
書
房
、
一
九
一
一
一
九
・
四
）

で
、
支
化
学
工
業
都
市
、
ま
た
は
翠
の
茂
る
風
景
と
し
て
の
大
波
を
描
い
た
。

小
野
と
比
絞
し
た
と
き
、
ミ
ナ
ミ
を
中
心
と
し
た
織
田
の
「
大
阪
」
は
通
俗

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
な
ぞ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
見
落
と
せ
な
い
の
は
、

織
田
の
「
大
阪
」
が
ミ
ナ
ミ
に
集
中
し
た
要
閣
が
吋
夫
婦
義
裁
い
ら
し
い
と
い

う
こ
と
だ
。
尾
崎
名
津
子
「
〈
大
阪
〉
と
い
う
説
明
の
機
能

i
綴
凶
作
之
助
「
世

相
」
を
中
心
に
し
〕
ザ
で
は
、
織
田
が
大
波
各
地
を
設
さ
迷
ね
る
こ
と
で
役
向
か

ら
徐
々
に
大
阪
の
作
家
と
し
て
認
知
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
夫
婦
義
哉
』

へ
の
評
価
が
引
き
金
と
な
っ
て
自
ら
「
大
阪
」
を
積
極
的
に
背
負
い
出
し
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
浮
か
び
あ
が
る
の
は
、
自
作
の
評
価
に
敏
感

に
反
応
す
る
新
人
作
家
の
姿
で
あ
る
。

織
胞
の
「
大
阪
」
に
つ
い
て
佐
藤
秀
明
は
、
作
家
が
読
者
と
の
想
像
の
共
肉

体
と
し
て
言
葉
の
大
阪
を
作
っ
た
と
考
え
て
い
説
。
怒
箆
之
介
は
、
ノ
ス
タ
ル

ジ
ア
を
補
強
す
る
「
商
品
と
し
て
の
大
阪
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
ひ
と
た
び

「
大
阪
」
の
作
家
だ
と
自
認
し
た
綴
悶
に
は
、
世
隠
が
期
待
す
る
「
大
阪
」
像

に
応
え
、
利
聞
出
し
た
商
が
あ
る
。
そ
の
し
た
た
か
さ
や
サ
ー
ビ
ス
精
神
も
、
彼

が
典
型
的
な
「
大
阪
」
の
作
家
だ
と
凡
な
さ
れ
る
漂
白
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
こ
う
し
た
織
闘
の
「
大
阪
」
を
念
頭
に
置
い
た
と
き
、
太
祭
の
「
東

京
」
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
太
宰
は
織
田
と
ち
が
っ
て
、
間
関

鐙
な
ど
で
土
地
と
の
関
係
を
積
極
的
に
認
つ
て
は
い
な
い
。
叫
也
評
を
受
け
て
変

化
し
た
形
跡
も
な
い
。
し
か
し
小
説
で
は
織
沼
以
上
に
、
語
り
手
や
人
物
が
土

地
に
主
体
を
重
ね
る
訟
を
来
日
い
て
い
る
。

コ
ニ
腐
」
か
ら
「
東
京
」
ヘ

安
藤
宏
「
太
宰
治
と

H

東
京

d
i
「
東
京
八
景
」
会
中
心
に

i
」
で
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
永
井
荷
風
や
高
見
順
ら
と
比
べ
る
と
、
太
宰
は
東
京
の
風
景

を
ほ
と
ん
ど
描
い
て
い
な
い
。
む
ろ
ん
例
外
は
あ
る
。
「
乞
食
学
生
」
第
一
回

（
「
若
草
」
一
九
郎
0
・
七
）
に
は
、
春
の
玉
川
上
水
と
桜
の
細
や
か
な
描
写
が

あ
る
。
が
、
問
時
期
の
執
畿
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
題
名
に
「
東
京
」
を
認
す
る

吋
東
京
入
札
ぷ
』
（
「
文
学
界
」
一
九
四
一
・
一
）
に
は
そ
の
手
の
描
写
が
な
い
。

そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
「
東
京
」
の
多
く
の
土
地
が
舞
台
と
さ
れ
た
自
伝
的
小
説

だ
か
ら
だ
。

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked
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吋
東
京
人
法
」
序
擦
に
は
、
「
私
」
が
地
岡
山
で
東
京
を
眺
め
る
場
砲
が
あ
る
。

そ
う
し
た
術
搬
す
る
視
線
が
前
提
に
あ
り
、
ま
た
作
者
を
想
わ
せ
る
「
私
」
の

半
生
が
市
中
心
ゆ
え
に
、
風
景
摘
写
や
土
地
な
ら
で
は
の
雰
図
気
は
希
薄
で
あ
る
。

し
か
し
東
京
の
地
名
は
多
く
出
て
く
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
作
品
終
盤

の
、
地
名
が
別
列
挙
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

一
戸
塚
の
梅
雨
。
本
郷
の
黄
昏
。
神
間
の
祭
礼
。
柏
木
の
初
答
。
八
了
抑
制

の
花
火
。
芝
の
満
月
。
天
沼
の
削
判
。
銀
座
の
稲
姿
。
板
橋
脳
病
院
の
コ
ス

モ
ス
。
荻
窪
の
紛
務
。
武
線
野
の
夕
陽
。
関
心
ひ
出
の
熔
い
花
が
、
ぱ
ら
ぱ

ら
躍
っ
て
、
整
理
は
奈
難
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
定
潟
絞
の
よ
う
に
惣
起
さ
れ
て
い
る
風
気
は
、
事
前
に
は
諾
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
語
り
手
が
触
れ
て
い
た
の
は
直
前
の
「
武
蔵
野
の
タ
綴
」
だ
け

で
あ
る
。
抽
出
は
、
い
ず
れ
も
地
名
は
出
て
き
て
い
た
が
、
梅
雨
や
黄
昏
や
祭
礼

ま
で
は
捕
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
諸
ら
れ
て
き
た
「
私
」
の
半

生
に
、
こ
こ
で
一
つ
一
つ
背
景
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
読
者
に
は
「
東
京
」
各

地
の
風
殻
の
市
中
で
「
私
」
が
捉
え
直
さ
れ
る
。
つ
ま
り
吋
東
京
八
景
」
に
は
、

終
盤
に
「
東
京
」
と
「
私
」
と
を
重
ね
る
し
く
み
が
あ
る
の
だ
。
殺
後
に
は
、

「
東
京
名
所
の
増
上
寺
山
門
の
前
」
で
「
私
自
身
が
、
東
京
名
所
の
…
つ
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
や
う
な
気
さ
へ
し
て
来
た
」
と
い
う
。

も
っ
と
も
、
先
行
研
究
で
も
議
論
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
小
説
末
尾
は
「
私
」

が
「
仰
を
し
て
ゐ
る
事
や
ら
」
わ
か
ら
な
い
形
で
附
閉
じ
ら
れ
て
お
り
、
作
中
の

「
東
京
八
景
」
が
完
成
し
て
い
る
の
か
は
援
味
で
あ
る
。
「
東
京
」
と
の
…
体
化

は
、
完
全
に
は
な
さ
れ
な
い
。
そ
の
距
離
感
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
こ
の
小
説
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
一
一
一
熔
」
の
扱
い
方
で
あ
る
。
ふ

り
返
る
と
、
太
宰
は
三
騰
に
移
住
し
た
直
後
、
次
の
よ
う
な
番
き
方
を
し
て
い

た。

こ
の
ご
ろ
、
と
き
ど
き
雑
誌
社
の
人
や
、
新
開
社
の
人
が
、
私
の
様
子

を
見
舞
ひ
に
来
る
。
私
の
家
は
三
腐
の
奥
の
、
ず
っ
と
奥
の
、
畑
の
中
に

在
る
の
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
一
日
が
か
り
で
私
の
限
度
を
授
し
ま
は
り
、

ゃ
あ
、
ず
い
ぶ
ん
遠
い
の
で
す
ね
、
と
汗
を
拭
き
な
が
ら
訪
ね
て
来
る
。

私
は
不
流
行
の
、
無
名
作
家
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
都
度
た
い
へ
ん
恐
縮
す

る
0
2鴎
」
、
「
知
伎
」
一
九
凶
0
・…）

認
留
で
は
、
東
京
と
い
う
文
憶
の
中
心
か
ら
離
れ
た
場
所
と
し
て
つ
一
一
勝
」

が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
安
藤
宏
前
掲
論
は
、
「
一
一
一
騰
と
い
う
地
、

そ
れ
も
駅
か
ら
距
離
の
あ
る
〈
畑
の
中
〉
に
住
ん
で
い
る
こ
と
と
〈
不
流
行
の
、

無
名
作
家
〉
で
あ
る
こ
と
と
は
意
図
的
に
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、

こ
う
し
た
「
三
勝
」
と
主
体
の
震
ね
方
は
戦
時
下
に
お
い
て
時
局
と
の
距
離
の

確
保
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
賛
意
を
表
し
た
い
が
、
訪
米
京
入

況
と
の
場
合
は
少
し
異
な
る
。
「
一
一
一
機
」
は
当
初
「
も
は
や
、
こ
こ
は
東
京
市

で
は
な
い
」
と
語
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
す
ぐ
に
「
こ
こ
は
東
京
市
外
で
は
あ
る

が
、
す
ぐ
近
く
の
井
の
頭
公
開
削
も
、
東
京
名
所
の
一
つ
に
数
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の

だ
か
ら
、
此
の
武
蔵
野
の
夕
陽
を
東
京
八
景
の
中
に
加
入
さ
せ
た
っ
て
、
差
十
又

へ
無
い
」
と
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
小
説
の
序
盤
で
「
東
京
市
の
地
図
」

を
見
て
い
る
時
点
で
は
東
京
市
H
東
京
で
あ
っ
た
。
が
、
終
盤
で
は
「
東
京
」

が
上
議
き
さ
れ
て
、
範
閣
が
広
が
っ
て
い
る
。
「
一
一
一
腐
」
は
「
鶴
い
の
よ
う
に

は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
も
う
「
一
一
一
成
」
で
は
「
東
京
」

を
客
観
的
に
描
く
距
離
が
取
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
吋
東
京
八
景
い
の
諮
り
手
は
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伊
豆
で
書
く
の
だ
。

一
一
一
年
後
に
発
表
さ
れ
た
吋
東
京
だ
よ
り
い
（
「
文
学
報
開
問
」
一
九
四
四
・
八
）

太
宗
が
「
東
京
」
を
冠
し
た
も
う
一
つ
の
作
品
に
な
る
と
、
東
京
市
内
と
郊

外
と
の
懸
隔
は
い
っ
そ
う
感
じ
に
く
い
。

東
京
は
、
い
ま
、
働
く
少
女
で
一
ば
い
で
す
。
朝
夕
、
工
場
の
行
き
帰

り
、
少
女
た
ち
は
こ
列
縦
隊
に
祐
史
ん
で
産
業
戦
士
の
歌
を
合
問
し
な
が
ら

東
京
の
衡
を
行
進
し
ま
す
。
（
中
略
）
ど
の
子
も
み
ん
な
、
同
じ
様
な
組
閣

を
し
て
ゐ
ま
す
。
年
の
頃
さ
へ
、
は
っ
き
り
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
。
全
部

を
お
か
み
に
捧
げ
切
る
と
、
人
間
は
、
顔
の
特
徴
も
年
恰
好
も
続
箆
に
失

っ
て
し
ま
ふ
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
東
京
の
街
を
行
進
し
て
ゐ
る
将
だ

け
で
な
く
、
こ
の
女
の
子
た
ち
の
作
業
中
あ
る
い
は
執
務
中
の
姿
を
見
る

と
、
な
ほ
一
一
倍
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
特
徴
を
失
ひ
、
所
諮
「
偶
人
事
情
」

も
何
も
忘
れ
て
、
お
国
の
た
め
に
精
出
し
て
ゐ
る
の
が
、
よ
く
わ
か
る
や

う
な
気
が
し
ま
す
。

作
中
で
地
名
は
開
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
二
燦
近
辺
と
思
し
い
。
総
力
戦
体

制
に
お
い
て
、
少
女
た
ち
と
同
様
に
、
衡
か
ら
も
側
牲
は
失
わ
れ
て
い
る
。

「
三
勝
」
が
「
東
京
」
に
溶
け
こ
む
。
そ
こ
に
現
実
の
一
一
一
騰
の
変
貌
が
影
響

し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
本
論
で
は
、
あ
く
ま
で
太
宰
作
品
に
お
け

る
脅
か
れ
方
を
追
い
た
い
。
「
東
京
」
と
「
一
一
一
燦
」
を
、
市
内
と
郊
外
、
中
心

と
周
縁
と
し
て
描
く
方
法
は
吋
東
京
八
日
添
い
以
後
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
「
東

京
」
自
体
は
む
し
ろ
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
故
郷
が
せ
り
出
し
て
く

る
た
め
だ
。

「
東
京
」
か
ら
離
れ
る
／
重
な
る

「
帰
去
来
」
（
「
八
雲
」
一
九
四
一
一
了
ム
ハ
）
の
「
私
」
は
、
久
し
ぶ
り
に
帰
府
知

し
て
次
兄
と
再
会
し
た
と
き
、
自
分
が
既
に
「
東
京
」
側
に
い
る
こ
と
を
痛
感

し
た
と
い
う
。

英
治
さ
ん
は
兄
弟
中
で
一
ば
ん
頑
丈
な
体
格
を
し
て
ゐ
て
、
気
象
も
豪
傑

だ
と
い
ふ
事
に
な
っ
て
ゐ
た
答
な
の
に
、
十
年
振
り
で
逢
っ
て
み
る
と
、

実
に
優
し
い
筆
者
な
人
で
あ
っ
た
。
東
京
で
十
年
間
、
さ
ま
、
ざ
ま
の
人
と

争
ひ
、
荒
く
れ
た
汚
い
生
活
を
し
て
来
た
私
に
絞
べ
る
と
、
全
然
別
種
の

人
の
や
う
に
上
品
だ
っ
た
。
磁
の
線
も
網
く
、
続
践
だ
っ
た
。
多
く
の
肉

親
の
中
で
私
ひ
と
り
が
、
さ
も
し
い
貧
乏
人
根
性
の
、
下
等
な
醜
い
努
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
、
は
っ
き
り
思
ひ
知
ら
さ
れ
て
、
私
は
ひ
そ
か

に
苦
笑
し
て
ゐ
た
。

故
郷
の
肉
親
と
の
対
比
に
お
い
て
「
東
京
」
で
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
「
私
」

が
強
調
さ
れ
る
。
こ
こ
に
市
内
と
郊
外
の
対
比
な
ど
な
い
。
否
定
的
に
捉
え
ら

れ
た
「
東
京
」
に
需
品
ね
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
小
説
以
降
、
太
宰
の
小
説
の
「
私
」
は
故
郷
と
「
東
京
」
と
の

対
比
を
前
部
に
お
し
、
前
者
に
重
心
を
移
す
よ
う
に
な
る
。
事
仲
縫
い
（
小
山
設

店
、
一
九
間
関
・
一
二
の
「
私
い
は
、
「
東
京
の
言
葉
」
で
は
な
く
「
純
粋

の
津
軽
弁
で
訴
を
し
」
、
「
洋
経
の
津
島
の
オ
ズ
カ
ス
と
し
て
人
に
対
」
す
る
こ

と
で
「
津
軽
人
と
し
て
の
私
を
つ
か
ま
う
と
す
る
」

0

「
津
軽
」
と
「
東
京
」
と

い
う
大
き
な
差
異
の
前
で
、
つ
一
一
熔
」
と
市
内
の
差
異
は
や
は
り
消
え
て
い
る
。

と
は
い
え
、
「
津
軽
人
」
に
な
ろ
う
と
努
め
て
い
る
こ
と
は
、
故
郷
に
重
な
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り
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
先
に
「
東
京
八
景
」
で
見
た
、

一
体
化
を
試
み
つ
つ
合
致
し
き
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
こ
こ
に
も
あ
る
。

そ
れ
が
戦
後
、
津
軽
疎
開
中
の
作
品
「
十
五
年
間
い
（
「
文
化
展
望
」
一
九
四

六
・
四
）
に
な
る
と
変
わ
る
。

私
は
も
う
十
五
年
間
も
故
郷
か
ら
離
れ
て
ゐ
た
の
だ
が
、
故
郷
は
べ
つ
だ

ん
変
っ
て
ゐ
な
い
。
さ
う
し
て
ま
た
、
そ
の
故
郷
の
抑
制
原
を
歩
き
ま
は
っ

て
ゐ
る
私
も
、
た
だ
の
津
軽
人
で
あ
る
。
十
五
年
間
も
東
京
で
暮
し
て
ゐ

な
が
ら
、
一
向
に
都
会
人
ら
し
く
無
い
の
で
あ
る
。
背
筋
太
く
鈍
震
な
、

私
は
や
は
り
百
姓
で
あ
る
。
い
っ
た
い
私
は
東
京
で
、
ど
ん
な
生
活
を
し

て
来
た
の
だ
ら
う
。
ち
っ
と
も
、
あ
か
抜
け
て
や
し
な
い
ぢ
ゃ
な
い
か
。

私
は
不
思
議
な
気
が
し
た
。

「
津
騒
人
」
と
し
て
の
「
私
」
が
、
「
東
京
」
か
ら
の
距
離
を
強
調
し
つ
つ

成
立
し
て
い
る
。
同
じ
半
生
記
の
体
裁
で
も
、
「
東
京
八
景
い
で
は
「
東
京
」

と
重
な
っ
て
い
た
の
に
、
逆
転
し
て
い
る
。
ま
た
、
吋
帰
去
来
い
の
「
私
」
は

「
東
京
」
で
の
生
活
の
た
め
に
「
下
等
い
に
な
っ
た
の
に
、
吋
十
五
年
間
同
」
の

「
私
」
は
都
会
生
活
に
彩
響
さ
れ
な
か
っ
た
「
鈍
重
一
な
」
「
津
騒
の
土
百
姓
」
だ

と
く
り
返
す
。
へ
り
く
だ
る
こ
と
は
向
じ
だ
が
、
根
拠
と
な
る
坊
は
入
れ
務
わ

り
、
自
分
の
変
化
は
消
え
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
「
東
京
に
住
む
や
う
に
な
っ
て
か
ら
」
の
転
居
の
軌
跡
は
次
の
よ
う

に
ふ
り
返
ら
れ
る
。

一
戸
塚
。
本
所
。
鎌
念
の
病
室
。
五
反
悶
。
問
郎
町
。
和
泉
町
。
柏
木
。
新

寓
町
。
八
丁
場
。
白
金
一
一
一
光
町
。
（
中
路
）
天
沼
一
一
一
了
間
。
天
沼
一
丁
目
。

阿
佐
ケ
谷
の
病
案
。
経
堂
の
病
室
。
千
葉
mm船
橋
。
板
橋
の
病
案
。
夫
、
招

の
ア
パ
ー
ト
。
天
沼
の
下
宿
。
附
E

州
御
坂
峠
。
甲
府
市
の
下
宿
。
甲
府
市

郊
外
の
家
。
東
京
都
下
一
一
一
殿
町
。
甲
府
水
門
町
。
甲
府
新
柳
町
。
津
軽
。

倒
キ
の
土
地
は
平
坦
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
判
東
京
八
景
」
に
お
け
る
地
名

の
列
挙
に
は
「
私
い
と
「
東
京
」
の
風
景
を
結
び
つ
け
る
し
く
み
が
あ
っ
た
。

が
、
「
十
五
年
間
い
で
地
名
は
汝
浪
の
託
と
し
て
緩
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
だ
か
ら
船
橋
や
叩
州
な
ど
、
東
京
外
の
地
名
が
入
っ
て
い
て
も
問
題
に
さ

れ
な
い
。
代
わ
り
に
「
私
」
は
「
津
軽
の
百
姓
」
だ
と
反
復
し
、
津
較
は
「
変

ら
な
い
」
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
吋
十
五
年
間
」
を
頂
点
と
し
て
、
「
津
駁
」
と
「
東
京
」
を
対
比

し
て
前
者
に
身
を
な
ぞ
ら
え
る
姿
勢
は
減
っ
て
い
く
。
逆
に
、
理
想
化
さ
れ
す

ぎ
た
「
津
軽
」
へ
の
失
望
が
表
に
出
て
く
る
。
「
ゃ
ん
ぬ
る
裁
い
（
「
月
刊
読
世
話

一
九
郎
六
・
三
）
の
諮
り
手
は
、
東
京
か
ら
の
疎
開
者
を
批
判
す
る
津
軽
の
向

級
生
と
の
対
話
に
失
望
し
、
「
東
京
の
荻
窪
あ
た
り
の
ヤ
キ
ト
リ
屋
台
」
を

「
胸
の
燐
き
焦
げ
る
ほ
ど
懐
し
く
思
ひ
出
」
す
。
ま
た
、
京
一
の
花
火
い
（
「
展
望
」

一
九
四
六
＊
六
）
の
数
枝
は
津
軽
に
疎
開
し
て
い
た
が
、
末
尾
で
「
桃
源
境
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
、
お
百
姓
」
な
ど
は
「
ば
か
ば
か
し
い
」
と
し
て
、
「
東
京
の
好

き
な
男
の
と
こ
ろ
へ
行
く
」
と
言
、
っ
。

注
意
し
た
い
の
は
、
「
津
軽
」
へ
の
失
望
が
「
東
京
」
の
浮
上
に
直
結
す
る

シ
ー
ソ
ー
の
よ
う
な
連
動
性
で
あ
る
。
そ
し
て
疎
開
生
活
の
終
盤
以
降
、
太
宰

の
小
説
か
ら
「
津
軽
」
と
の
一
体
化
は
な
く
な
る
。

帰
京
後
を
扱
い
た
吋
メ
リ
イ
ク
リ
ス
マ
ス
い
（
「
中
央
公
論
い
一
九
四
七
・
一
）

は
、
一
一
一
騰
と
思
し
き
「
東
京
郊
外
」
が
舞
ム
ロ
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
も
当
然
一
一
一

腐
と
さ
れ
て
き
た
し
、
受
場
人
物
の
モ
デ
ル
で
あ
る
林
姿
7

ず
の
証
言
も
あ
る
。
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し
か
し
笑
は
、
作
中
で
つ
一
一
勝
」
は
一
度
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。
徹
底
し
て

「
東
京
」
と
表
さ
れ
て
い
る
。

東
京
は
、
哀
し
い
活
気
を
祭
し
て
ゐ
た
、
と
さ
い
し
ょ
の
設
き
お
し
の

一
行
に
書
き
し
る
す
と
い
ふ
や
う
な
楽
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と

忍
っ
て
東
京
に
鋒
ひ
一
反
っ
て
来
た
の
に
、
私
の
般
に
は
、
何
の
事
も
無
い

相
変
ら
ず
の
「
東
京
生
活
」
の
ご
と
く
に
映
っ
た
。

私
は
そ
れ
ま
で
一
年
二
箇
丹
閥
、
津
軽
の
生
家
で
暮
し
、
こ
と
し
の
十

一
月
の
中
旬
に
姿
子
を
引
き
連
れ
て
ま
た
東
京
に
移
住
し
て
来
た
の
で
あ

る
が
、
来
て
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
ま
る
で
二
三
遊
間
の
小
旅
行
か
ら
帰
っ

て
来
た
み
た
い
の
気
持
が
し
た
。

「
久
し
振
り
の
東
京
は
、
よ
く
も
無
い
し
、
怒
く
も
無
い
し
、
こ
の
都

会
の
性
格
は
何
も
変
っ
て
居
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
形
而
下
の
変
化
は
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
形
船
上
の
気
質
に
お
い
て
、
こ
の
都
会
は
相
変
ら
ず

で
す
。
馬
鹿
は
死
な
な
き
ゃ
、
な
ほ
ら
な
い
と
い
ふ
や
う
な
感
じ
で
す
。

も
う
少
し
、
変
っ
て
く
れ
て
も
よ
い
、
い
や
、
変
る
べ
き
だ
と
さ
へ
思
は

れ
ま
し
た
。
」

と
私
は
回
全
口
の
或
る
ひ
と
に
常
附
い
て
送
り
、
さ
う
し
て
、
私
も
や
っ
ぱ

り
仰
の
変
る
と
こ
ろ
も
無
く
、
久
留
米
緋
の
務
流
し
に
二
章
一
ま
は
し
を
ひ

っ
か
け
て
、
ぼ
ん
や
り
東
京
の
倍
々
を
歩
き
廻
っ
て
ゐ
た
。
（
中
略
）
も

う
午
後
の
六
時
頃
で
、
東
京
の
街
に
は
夕
霧
が
焔
の
や
う
に
’
日
く
充
満
し

て
、
そ
の
霧
の
中
を
黒
衣
の
人
々
が
い
そ
が
し
さ
う
に
往
来
し
、
も
う
既

に
ま
っ
た
く
附
走
の
巷
の
気
分
で
あ
っ
た
。
東
京
の
生
活
は
、
や
っ
ぱ
り

少
し
も
変
っ
て
ゐ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
冒
頭
で
、
士
牛
尾
は
「
東
京
は
相
変
ら
ず
、
以
前
と
少
し
も
変
ら

な
い
」
と
閉
じ
ら
れ
る
。
以
前
の
市
内
と
郊
外
の
対
比
な
ど
峻
の
よ
う
に
、
一
一
一

騰
が
「
東
京
」
と
し
て
切
り
取
ら
れ
、
反
復
さ
れ
、
「
私
も
や
っ
ぱ
り
州
制
到

る
と
こ
ろ
も
無
く
」
と
、
諮
る
主
体
は
抵
抗
な
く
「
東
京
」
に
設
な
る
。
吋
十

五
年
間
』
に
お
け
る
「
津
軽
人
」
の
面
影
は
跡
形
も
な
い
。
そ
も
そ
も
「
十
五

年
間
』
で
は
「
洋
経
」
も
自
分
も
変
わ
ら
な
い
と
書
い
て
い
た
の
に
、
こ
の
小

説
で
は
「
東
京
」
も
自
分
も
変
わ
ら
な
い
と
書
い
て
い
る
。
「
変
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
だ
け
が
変
わ
っ
て
い
な
い
。

知
っ
た
土
地
に
一
決
る
と
す
ぐ
に
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
印
象
を
持
ち
、
「
私
」
も

変
わ
ら
な
い
と
一
手
っ
。
そ
れ
は
変
わ
り
身
の
卒
さ
と
い
う
よ
り
、
ゆ
ら
ぎ
が
ち

な
主
体
を
周
凶
に
溶
け
こ
む
こ
と
で
安
定
さ
せ
よ
う
と
苦
心
し
て
い
る
総
子
に

見
え
る
。
が
、
あ
ま
り
成
功
し
て
は
い
ま
い
。
親
し
か
っ
た
女
性
の
死
を
知
り
、

そ
の
娘
と
廃
合
で
座
り
、
酔
っ
て
米
兵
に
戸
を
か
け
る
酔
容
を
見
る
話
は
、
右

の
引
用
に
お
け
る
七
つ
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
変
化
の
な
さ
が
執
効
に
く
り
返

さ
れ
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
既
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
変
化
か
ら
は
日
を
背

け
て
い
る
「
私
」
を
意
織
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

む
ろ
ん
太
宰
は
帰
京
後
も
東
京
の
諸
地
域
を
小
説
の
舞
台
に
用
い
た
。
た
だ

「
メ
リ
イ
ク
リ
ス
マ
ス
い
以
後
の
作
品
に
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
市
内
と
郊
外

の
関
係
も
、
「
東
京
」
全
体
と
の
丞
な
り
も
な
い
。

「
饗
応
夫
人
』
（
「
光
」
一
九
四
八
・
こ
に
は
、
当
時
の
太
宰
の
つ
ニ
熔
」

綴
が
う
か
が
わ
れ
る
。
諮
り
手
は
一
帯
口
、
っ
。
「
こ
の
土
地
は
、
東
京
の
郊
外
に
は

途
ひ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
も
、
都
心
か
ら
割
に
近
く
て
、
さ
い
は
ひ
戦
災
か
ら

も
の
が
れ
る
事
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
都
心
で
焼
け
出
さ
れ
た
人
た
ち
は
、
そ
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れ
こ
そ
洪
水
の
や
う
に
こ
の
辺
に
は
ひ
り
込
み
、
商
店
街
を
歩
い
て
も
、
行
き

合
ふ
人
の
顔
触
れ
が
す
っ
か
り
全
部
、
変
っ
て
し
ま
っ
た
感
じ
で
し
た
」
o

要

点
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
都
心
か
ら
近
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
か
つ
て
の
市

内
と
郊
外
の
対
比
と
の
ち
が
い
が
顕
著
で
あ
る
。
も
う
…
つ
は
変
化
の
強
調
で

あ
る
。
吋
メ
リ
イ
ク
リ
ス
マ
ス
い
と
は
逆
の
見
方
が
さ
れ
て
い
る
。
方
法
と
し

て
の
郊
外
が
成
立
し
な
い
こ
の
場
所
が
、
作
中
で
つ
一
一
勝
」
で
は
な
く
「

M
W」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
も
象
徴
的
で
あ
る
。

な
お
、
晩
年
の
織
凶
作
之
助
は
総
傘
で
、
敗
戦
後
の
日
本
の
風
景
の
均
質
化

を
指
摘
し
て
い
た
。
「
大
阪
」
（
「
文
化
炭
翠
」
一
九
四
六
・
七
）
で
は
、
「
大
阪

も
東
京
も
横
浜
も
名
古
庭
も
神
戸
も
迷
は
な
い
。
す
べ
て
唆
一
色
で
は
あ
る
ま

い
か
」
「
一
色
、
た
だ
敗
戦
色
一
色
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
大
阪

の
愛
欝
」
（
「
文
護
春
秋
」
一
九
四
六
・
八
）
で
は
、
「
大
阪
の
話
は
議
聞
き
に
く

い
。
大
阪
の
設
近
の
こ
と
で
書
き
た
い
や
う
な
愉
快
な
話
は
殆
ん
ど
な
い
」
と

す
る
。
綴
悶
は
「
ど
こ
も
同
じ
」
に
な
っ
た
「
大
阪
」
を
書
く
怒
欲
を
ふ
人
っ
て

い
る
の
だ
。

織
聞
は
当
時
、
で
枚
光
山
邑
（
「
大
阪
臼
日
新
開
」
一
九
四
六
・
五
・
ニ
ム
ハ
ー

八
・
九
）
と
い
う
大
阪
の
新
興
紙
に
述
殺
し
て
い
た
作
品
で
は
、
ミ
ナ
ミ
ば
か

り
で
な
く
、
大
阪
駅
・
梅
田
の
関
市
・
曾
絞
帖
州
勢

J

祭
・
中
之
島
公
劉
と
い
っ
た

キ
タ
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
阪
の
新
開
読
者
の
関
心
を
窓
く
手

段
と
し
て
は
有
効
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
作
家
の
新
境
地
と
い
う
に
は
設
秘
的

で
、
か
つ
て
ミ
ナ
ミ
を
淡
給
し
て
「
大
阪
」
と
し
て
表
現
し
た
工
夫
は
認
め
ら

れ
な
い
。
防
時
期
の
他
の
新
聞
小
説
吋
そ
れ
で
も
私
は
行
く
い
（
「
京
都
民
日
新

聞
」
九
四
六
・
問
・
二
六
i
七
・
二
五
）
や
す
ム
畷
夫
人
」
（
「
読
売
新
開
」

一
九
四
六
・
八
・
一
一
一
0
1
一
二
・
六
）
で
は
、
焼
け
な
か
っ
た
京
都
を
舞
台
に

選
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
「
土
mm夫
人
」
と
織
田
は
途
中
か
ら
東
京
へ
移
動
す
る

が
、
中
途
で
銘
れ
る
の
で
あ
る
。

太
宰
の
方
は
、
敗
戦
後
の
都
市
の
変
化
へ
の
失
望
を
蕊
接
的
に
は
誇
っ
て
い

な
い
。
だ
が
彼
の
小
説
は
織
悶
の
発
言
に
近
く
、
敗
戦
後
の
都
市
を
の
っ
ペ
り

と
写
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
吋
犯
人
い
（
「
中
央
公
論
」
一
九
四
八
・
一
）
で
あ

る
。
姉
を
包
丁
で
刺
し
て
し
ま
っ
た
主
人
公
の
努
は
、
点
か
ら
点
へ
逃
げ
回
る

ば
か
り
で
、
そ
の
問
の
風
景
は
ほ
と
ん
ど
埋
め
ら
れ
な
い
。
高
円
寺
も
三
騰
も

日
本
橋
も
世
田
谷
も
京
都
も
大
津
も
、
た
だ
の
記
号
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
関
市
の
鴻
場
も
し
ば
し
ば
掛
か
れ
る
。
「
庭
山
」
（
「
小
説
新
潟
」
一

九
四
八
・
一
一
一
）
は
新
宿
。
内
女
類
同
（
「
八
雲
」
一
九
四
八
－

m）
は
新
橋
。
吋
ヴ
イ

ヨ
ン
の
姿
い
（
「
炭
翠
」
一
九
邸
七
・
一
一
一
）
の
梼
屋
は
中
野
。
「
斜
陽
」
（
「
新
潟
」

一
九
郎
七
・
七
1
一
O
）
で
上
原
が
飲
み
歩
く
の
は
荻
窪
路
辺
で
あ
る
。
が
、

こ
れ
ら
の
舞
台
に
差
異
は
認
め
に
く
い
だ
ろ
う
。

「
東
京
」
と
の
丞
な
り
は
吋
メ
リ
イ
ク
リ
ス
マ
ス
い
以
降
な
い
ば
か
り
か
、

正
反
対
の
内
LW
廿
も
舎
か
れ
る
。
「
お
さ
ん
」
（
「
改
造
」
一
九
悶
七
・
一

O
）
で

あ
る
。
舞
台
は
「
中
央
線
」
「
郊
外
」
「
飛
行
機
の
製
作
工
場
」
と
い
っ
た
言
葉

か
ら
一
一
一
騰
と
出
品
し
い
が
、
明
示
さ
れ
な
い
。
注
罰
さ
れ
る
の
は
、
本
人
が
心
中
し

に
旅
立
と
う
と
す
る
蔵
前
の
「
と
に
か
く
、
東
京
か
ら
逃
げ
た
い
ん
だ
」
と
い

う
合
一
刻
で
あ
る
。
「
東
京
」
は
一
体
化
ど
こ
ろ
か
、
逃
れ
た
い
坊
と
し
て
切
り

取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

一
方
で
故
郷
は
緩
ん
で
い
る
。
「
お
さ
ん
」
の
姿
の
実
家
は
青
森
市
だ
が
、

終
戦
後
関
ヶ
月
で
東
京
に
渓
る
。
夫
の
実
家
は
ど
こ
な
の
か
、
不
自
然
な
こ
と
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に
諮
ら
れ
な
い
。
「
女
神
い
（
「
日
本
小
説
」
一
九
四
七
・
笈
）
以
降
、
太
宗
作

品
か
ら
「
津
較
」
と
い
う
諾
そ
の
も
の
が
消
え
る
。
「
東
京
」
に
失
望
し
た
と

き
に
浮
上
す
る
べ
き
故
郷
が
な
い
。
代
表
作
吋
人
間
失
格
い
（
「
皮
切
耳
」
一
九
四

八
・
五
1
七
）
も
、
こ
う
し
た
最
晩
年
の
創
作
活
動
の
流
れ
の
中
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

四

時
人
間
失
格
』
に
お
け
る
「
東
京
』
と
『
故
郷
」

93 

吋
人
間
失
格
い
は
、
「
大
庭
梁
践
が
故
郷
か
ら
東
京
へ
出
て
来
て
、
そ
こ
で

「
人
間
」
に
な
る
こ
と
に
失
敗
し
、
「
廃
人
」
に
な
っ
て
再
び
故
郷
に
帰
る
ま
で

の
話
」
だ
と
す
る
東
郷
克
美
「
「
人
間
失
格
」
の
渇
仰
」
の
言
、
っ
と
お
り
、
一

つ
の
〈
上
京
小
説
〉
で
あ
る
。
た
だ
安
藤
宏
前
掲
論
で
「
葉
絞
の
成
人
後
の
主

要
な
行
動
の
舞
台
は
東
京
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
具
体
的
に
感
じ

さ
せ
る
記
述
は
き
わ
め
て
乏
し
い
」
「
い
っ
そ
地
名
が
会
く
一
ぶ
さ
れ
な
け
れ
ば

抽
象
化
さ
れ
た
大
都
会
の
棉
貌
の
み
が
一
般
化
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
間
同
パ
体

名
が
さ
り
げ
な
く
点
綴
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
「
東
京
」
の
無
機
質
な
様
態
だ
け

が
、
か
え
っ
て
際
だ
っ
て
来
て
し
ま
う
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
禁
磁
の
手

記
に
は
「
東
京
」
の
地
名
が
克
明
に
記
さ
れ
、
「
あ
と
が
き
」
で
「
昭
和
五
、

六
、
七
年
、
あ
の
頃
の
東
京
の
風
景
が
お
も
に
写
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ

る
」
と
認
ら
れ
る
割
に
、
各
々
の
土
地
な
ら
で
は
の
雰
凶
気
は
希
薄
で
あ
る
。

そ
の
点
は
「
東
京
八
妖
」
に
似
て
い
る
。
た
だ
内
東
京
八
日
一
互
に
は
、
終
擦
に

「
東
京
」
と
「
私
」
を
重
ね
て
い
く
し
く
み
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
吋
人
間
失
格
」

に
は
な
い
。
東
京
各
所
が
拙
か
れ
つ
つ
、
業
殺
は
そ
の
土
地
と
重
な
ら
な
い
。

名
所
と
も
無
縁
な
梁
践
は
「
東
京
名
所
」
と
一
体
化
し
よ
う
と
す
る
訪
米
京
八

日
以
』
の
「
私
」
と
対
照
的
で
あ
る
。
実
際
、
葉
線
は
「
あ
の
お
し
る
こ
と
、
そ

れ
か
ら
、
そ
の
お
し
る
こ
を
喜
ぶ
抑
制
本
に
依
っ
て
、
自
分
は
、
都
会
人
の
つ
ま

し
い
本
性
、
ま
た
、
内
と
外
を
ち
ゃ
ん
と
区
別
し
て
い
と
な
ん
で
ゐ
る
東
京
の

人
の
家
庭
の
実
体
を
見
せ
つ
け
ら
れ
、
内
も
外
も
変
り
な
く
、
た
だ
の
べ
つ
幕

無
し
に
人
間
の
生
活
か
ら
逃
げ
廻
っ
て
ば
か
り
ゐ
る
簿
潟
鹿
の
自
分
ひ
と
り
だ

け
完
全
に
取
残
さ
れ
」
（
「
第
一
一
一
の
手
記
」
一
）
た
と
書
い
て
い
る
。
彼
は
2
M
M
分

が
な
じ
め
な
か
っ
た
風
土
と
し
て
「
東
京
」
を
持
ち
出
し
て
い
る
の
だ
。

対
照
的
に
、
「
第
二
の
手
記
」
の
冒
頭
で
は
、
中
学
校
が
面
し
て
い
た
「
桜

の
砂
浜
」
の
風
設
を
丹
念
に
描
写
し
て
い
る
。
ま
た
「
そ
の
中
学
の
制
帽
の
徽

章
に
も
、
制
限
の
ボ
タ
ン
に
も
、
桜
の
花
が
図
案
化
せ
ら
れ
て
咲
い
て
ゐ
」
た

と
誇
る
こ
と
で
、
風
景
を
主
体
に
重
ね
て
い
る
。
そ
の
こ
と
と
、
「
海
と
桜
の

小
学
校
」
に
い
た
時
分
が
、
家
族
か
ら
は
離
れ
、
道
化
は
成
功
し
、
本
性
を
見

せ
る
友
人
も
い
た
と
い
う
、
問
問
と
の
関
係
が
最
も
安
定
し
て
い
た
時
代
と
し

て
凶
恕
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
だ
が
東
京
各
地
と
対

照
的
に
、
そ
こ
は
「
東
北
の
或
る
小
学
校
」
と
漠
然
と
安
か
れ
る
。
ふ
り
返
れ

ば
、
業
裁
の
出
身
地
も
「
東
北
の
郎
会
口
」
以
上
に
は
兵
体
化
さ
れ
な
い
。
吋
人

間
失
格
い
は
、
「
東
京
」
の
「
無
機
質
」
伎
と
共
に
、
「
故
郷
」
と
そ
の
周
辺
の

輪
郭
の
殴
味
さ
も
際
立
つ
小
説
な
の
だ
。

「
故
郷
」
に
つ
い
て
は
「
第
三
の
手
記
ニ
」
終
縫
も
注
意
さ
れ
る
。
入
院

し
た
架
蔵
合
同
引
き
取
り
に
来
た
「
放
郷
の
庶
民
兄
」
は
、
「
す
ぐ
に
東
京
か
ら
離

れ
て
、
田
舎
で
療
養
生
活
を
は
じ
め
て
く
れ
」
と
頼
む
。
紫
絞
は
「
故
郷
の
山

河
が
眼
前
に
見
え
る
や
う
な
気
が
し
て
来
て
」
そ
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
。
だ

が
彼
は
「
故
’
郷
」
に
は
一
反
れ
な
い
。
実
は
長
兄
は
、
「
故
郷
」
や
家
に
帰
っ
て
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こ
い
と
は
一
言
も
口
に
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
「
閉
会
」
と
一
一
一
回
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
「
生
れ
て
育
っ
た
町
か
ら
汽
率
で
凶
、
五
時
間
、
南
下
し
た
」
溢
泉
地

の
「
村
は
づ
れ
」
に
隔
離
す
る
。
現
在
の
業
裁
が
「
官
民
兄
は
自
分
に
対
す
る
約

束
を
正
確
に
笑
行
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
の
は
皮
肉
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

ち
な
み
に
直
蛾
弔
問
胤
稿
で
は
、
長
円
ん
の
ム
口
調
が
お
初
「
因
企
口
へ
帰
っ
て
」
と
な
っ

て
い
た
の
が
消
さ
れ
て
「
問
舎
で
療
養
生
活
を
は
じ
め
て
」
に
書
き
換
え
ら
れ

（

uv 

て
い
る
。
「
帰
っ
て
」
で
あ
れ
ば
、
一
長
兄
や
大
庭
家
が
菜
蔵
を
受
け
入
れ
た
印

象
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
が
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
仮
に
手
記
が
故
郷
の
家
で
脅
か
れ
て
い
た
ら
、
ま
っ
た
く
異
な

る
内
容
に
な
っ
た
は
ず
だ
。
薬
殺
は
、
「
東
京
」
で
も
「
故
郷
」
で
も
な
い
第

三
の
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
こ
に
も
居
場
所
の
な
い
「
自
分
」
を
表
現
で
き
た

の
で
あ
る
。

太
宰
は
こ
の
あ
と
「
グ
ッ
ド
・
バ
イ
い
（
「
朝
日
新
聞
伺
」
一
九
四
八
・
六
・
二

一
↓
「
朝
日
評
論
」
七
）
で
新
た
な
回
収
協
を
見
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。
関
市
が

姿
を
変
え
る
時
期
の
新
内
析
を
起
点
に
、
終
戦
一
一
一
年
後
の
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取

る
開
業
者
－
m
向
島
周
二
は
、
姿
ウ
ナ
を
疎
開
先
か
ら
東
京
に
呼
び
寄
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
「
か
つ
ぎ
渓
」
や
「
美
容
室
」
で
の
「
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
」
と
い
っ

た
作
中
の
姿
素
は
、
連
載
直
前
の
「
朝
日
新
聞
間
」
東
京
版
の
「
ト
ウ
キ
ヨ
ウ
数

歩
」
と
い
う
記
率
と
呼
応
し
て
い
る
（
瓦
・
一
八
、
近
・
ニ

O
）
。
迷
執
が
さ

れ
て
い
れ
ば
、
紙
簡
と
共
振
し
て
、
「
東
京
」
各
地
を
時
代
の
風
俗
と
共
に
描

い
た
新
聞
小
説
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。

主
に
一
一
一
勝
移
住
後
の
太
宰
作
品
に
お
け
る
「
東
京
」
の
使
わ
れ
方
を
線
認
し

て
き
た
。
語
り
手
や
主
要
登
場
人
物
は
、
積
極
的
に
「
東
京
」
と
付
い
た
り
離

れ
た
り
す
る
。
「
東
京
」
は
小
説
の
舞
台
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
主
体
の
拠
り

ど
こ
ろ
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。

周
閥
か
ら
貼
ら
れ
た
「
大
阪
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
に
こ
だ
わ
り
、
小
説
や
随

筆
で
利
用
し
た
の
が
織
田
と
す
れ
ば
、
太
察
に
は
、
小
説
を
通
じ
て
自
分
で
自

分
に
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
い
っ
た
簡
が
あ
る
。
そ
し
て
織
加
の
「
大
絞
」
と
比

べ
る
と
、
太
宰
の
「
東
京
」
は
、
故
郷
「
津
軽
」
と
も
述
勤
し
て
、
付
い
た
り

離
れ
た
り
、
関
係
を
次
々
に
変
え
て
ゆ
く
、
そ
の
甚
だ
し
き
が
自
に
付
く
。
し

か
も
乏
な
ろ
う
と
し
て
も
、
重
な
り
き
れ
な
い
こ
と
が
多
い
（
だ
か
ら
ま
た
別

の
場
を
求
め
る
）
。
そ
れ
は
、
旧
同
協
に
溶
け
こ
み
た
い
が
孤
立
し
て
も
い
た
い

と
い
う
、
太
宰
文
学
の
モ
チ
ー
フ
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

牢占

（1
）
「
木
の
都
O
解
説
」
（
東
郷
克
炎
・
土
口
問
司
雄
総
門
近
代
小
説
｛
都
市
｝
を
読
む
い

双
文
社
出
版
、
…
九
九
九
・
一
一
一
）
0
2
4
の
郊
」
に
関
し
て
は
、
浅
野
洋
「
「
水
の
郊
」

試
論

i
幻
荻
の
〈
故
郷
〉
の
町
か
ら
i
」
（
門
小
説
の
〈
綴
〉
い
品
開
林
官
級
一
、
二
O
一…一一・

一
一
）
も
参
照
の
こ
と
。

（2
）
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
（
以
下
降
じ
）

O

な
お
、
吋
木
の
総
い
と
吋
近
代
大
阪
」
に

関
し
て
は
、
大
谷
口
北
…
吋
織
田
作
之
助
金
き
し
愛
し
説
い
た
」
（
沖
総
会
、
一
九
九

八
・
七
）
に
先
駆
的
な
指
摘
が
あ
る
。
仙
制
…
判
例
「
掛
糊

m作
之
助
「
府
内
地
獄
」
の
方
法
i

北
限
時
綴
之
助
吋
近
代
大
阪
い
を
手
が
か
り
に
i
」
（
「
図
諸
国
文
」
一
一
O
一
一
・
一
）

も
参
照
さ
れ
た
い
。

（3
）
「
昭
和
文
学
研
究
」
…
一
O
一二・一一一

（4
）
「
解
説
綴
凶
作
之
助
の
「
大
阪
」
」
（
主
人
的
窓
口
故

成、一一
O
二
二
・
七
）

正
統

他
十
二
銭
」
山
訂
波
文



（5
）
「
「
山
間
口
問
」
と
し
て
の
大
阪
」
（
オ
ダ
サ
ク
倒
的
楽
部

ω周
年
記
念
総
「
私
の
オ
ダ
サ
ク
」

一一

O
二
一
了
九
）

（6
）
「
東
京
大
学
問
文
学
論
集
」
二

O
O九
・
一
二

（7
）
安
藤
宏
前
潟
地
綿
に
加
え
、
山
下
災
史
「
「
東
京
入
禁
」
論
」
（
吋
太
宰
治
研
究
7
い
和

泉
市
対
院
、
二

0
0
0
・
ニ
）
お
よ
び
佐
山
崎
秀
明
「
「
東
京
八
殻
」
の
な
か
の
山
洋
外
史
」

（
近
畿
大
学
日
本
文
化
研
究
所
一
線

2
A家
治
は
が
き
抄
山
枠
外
史
に
あ
て
て
い
翰
林

滋
弱
、
二

O
Oム
ハ
・
…
一
一
）
を
参
照
の
こ
と
。

（8
）
「
年
表
＠
一
一
一
騰
が
あ
ら
わ
れ
た
太
宗
治
作
品
一
覧
」
（
吋
一
一
一
騰
と
い
う
街
を
書
く
太
宗

治

iM棚
田
肢
の
机
に
同
期
杖
つ
い
て
い
り
5
の
会
、
二

O
O九
・
一
一
）

（9
）
当
時
の
一
一
一
燦
の
急
速
な
変
化
が
作
家
に
与
え
た
彩
懇
の
強
さ
に
つ
い
て
は
、
洋
ぬ

批
判
知
子
「
一
一
一
脚
色
（
吋
閉
山
怨
の
太
宰
リ
思
統
談
判
官
文
裟
文
庫
、
一
一

O
O
八
・
一
一
一
）
、
波
部

芳
紀
「
太
宗
治
の
ト
ポ
ス
⑧
一
一
一
燦
」
（
「
際
文
学
」
一
九
九
九
・
六
）
、
安
藤
宏
前
掲
論

な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
ω）
「
い
と
ぐ
る
ま

i
母
と
私
l
」
（
吋
風
紋
二
十
五
年
い
一
九
八
六
・
一
一
一
）

（
日
）
吋
ふ
ん
家
治
と
い
う
物
部
聞
い
筑
摩
議
一
局
、
一
一

O
O
一・一一一

（
ロ
）
吋
ふ
ん
宗
治
陵
地
半
原
稿
集
第
一
一
一
巻
「
人
間
同
失
絡
門
家
総
そ
の
他
同
雄
松
川
島
書
店
、

二
O
一
四
・
ニ

※
本
研
究
は
平
成
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
n
D
繰
越
番
号
民
コ
c
cお）

に
よ
る
成
果
の
一
郊
で
あ
る
。

（
大
阪
大
学
大
学
院
准
救
授
）
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